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令和６年度 第２回 

川口市社会福祉審議会障害者福祉専門分科会 

議 事 要 旨 

 

［日 時］令和７年１月２２日（水）１３:３０～１４：３０ 

［場 所］川口市役所第二庁舎 地階第１・第２会議室 

［出 席 者］ 

１ 委 員 

田中委員（会長）、白土委員（副会長）、山森委員、吉井委員、中村委員、土肥委員、宮崎委員、

松本委員、石川委員、山下委員、吉田委員、片山委員、田中委員、真辺委員 

２ 事務局 

森部長、蛯名次長、市村補佐、尾形補佐、加藤補佐、加賀補佐、小栁補佐、山路補佐、今井主

任、小林主任 

［日 程］ 

１ 開  会 

２ 議  題 

（１）川口市障害者福祉計画等について 

（２）地域生活実現プロジェクトについて 

３ 報告事項 

（１）障害者短期入所施設柳崎しらゆりの家について 

４ 閉  会 

 

［配布資料］ 

・第２回川口市社会福祉審議会障害者福祉専門分科会 次第 

・資料１ 障害福祉に関するアンケート 

・資料２ 地域生活実現プロジェクト（非公開） 

・資料３ 障害者短期入所施設柳崎しらゆりの家図面 

 

[議事要旨] 

１ 開 会 

事務局より、開会が宣言され、委員の紹介が行われた。 

 

２ 議 題 

（１）川口市障害者福祉計画等について 

【説明】 

事務局より、資料１に基づき説明が行われた。 

 

【質疑応答・意見】 

（委 員）アンケート（市民、子ども共通）問１について、「もっとも新しいもの」をいれる意味は。 
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（事務局）当初、等級を分けて回答欄を作成していたため載せていたが、現在は不要なため削除す

る。 

（委 員）アンケート（子ども）問２について、障害者施策について問うと、障害児への支援は満

足しているが全体的に見て不安の場合は数字が低く出る可能性がある。障害者施策を障

害児者施策とするのはいかがか。 

また、アンケート（市民）と比較して質問数、内容数が大まかに感じる。 

（事務局）障害者施策については、障害児施策に修正する。 

質問数、内容数については、基本目標の評価をできるよう設定している。 

（委 員）アンケート（市民）問２の選択肢について、「ウ.精神障害（発達障害・高次脳機能障害

含む）」は、分けた方が分かりやすい。また、今後の計画に活かしやすいと思うがいかが

か。 

（事務局）分けることができるか検討する。 

（委 員）アンケート（市民）問４について、スポーツはいれないのか。 

（事務局）スポーツと文化芸術活動は計画書に分けて記載しており、基本目標のなかの代表的な項

目として文化芸術活動をピックアップした。 

（委 員）アンケート（市民）問５について、医療機関の数が増えたり、受けてくれる医療機関が

増えたりしているので、そういう項目は入れておくと総合的な満足度を高めていけると

思う。 

その他の部分も、項目は多めのほうが満足度は高くなるのではないか。 

（事務局）参考にし、検討する。 

（委 員）アンケート（市民）問５について、アンケート（子ども）にも加えたほうがよい。今ま

での値と整合性がとれなくなるかもしれないが、令和 11 年度まで続けていくので、検

討してほしい。 

（委 員）アンケート（市民）問６では「住みやすいまち」、アンケート（子ども）問２では「施策

の評価」を聞いている。どちらかに合わせて同じように聞いたらどうか。 

（事務局）アンケート（子ども）問２は障害児者施策に限定して集計を取りたい。アンケート（市

民）問６、先ほどの問５は表現を検討する。 

 

（２）地域生活支援プロジェクトについて 

【説明】 

事務局より、資料２に基づき説明が行われた。 

 

【質疑応答・意見】 

（委 員）待機者の減少のために、具体的なケースの検討が必要と思っている。 

地域生活支援拠点の会議では具体的なケースを出して、ワンストップでどういうふうに

支援できるのか、議論をしている。そういう合議体に検討の役割を持たせていくことも

よいかもしれない。また、サービスを組織していくのであれば、相談支援事業連絡会を

利用することもよいと思う。 

諮問機関のように、宿題を出し答申をもらい、当審議会で議論して戻すのはどうか。 

（委 員）既存の合議体で検討を進めてもらえればと思う。 
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（委 員）地域生活支援拠点、自立支援協議会の仕組みを説明してほしい。 

（事務局）（地域生活支援拠点、自立支援協議会の説明） 

（委 員）どういう居宅サービスが組織されると、安心して地域で暮らすせるようになるのか、の

ような宿題になるとよいと思う。 

（委 員）支援を決めるキーパーソンに対して、福祉サービスがどう変わっているか理解してもら

うことも必要だと思う。 

（委 員）地域で暮らすという選択肢もある、という丁寧な説明が必要である。 

（委 員）意思決定支援がどこまで合理的にされるかも、投げる宿題ではないかと思う。 

 

３ 報告事項 

（１）障害者短期入所施設柳崎しらゆりの家について 

 

【説明】 

事務局より、資料３に基づき説明が行われた。 

 

【質疑応答・意見】 

なし。 

 

４ 閉 会 

事務局より、閉会が宣言された。 

 

以上 


